
研 究 会 設 立 十 周 年 を 祝 っ て

中 山 孝 廉

誠に月並み左考え方であるが10年 は一つの大 きな区切りである。研究会がこれを迎えられたこ

とは一つの大 きな意義がある。

小生のところに送 られた研究会会誌も相当に溜って来たQ合 それをもう一度めくって見ると内容

の変遷を感じるが、殊 に最近ESCAに よる金属表面の観察、発色皮膜の機構の問題などが目につ

く。我々がいうん左技術を手掛けるに当って、やはり基本を体 得して応用して行かなげれば左ら左

いことを痛感するが、研究会会誌も次第にそれを実践に移して行こうとする努力が見 られる。

この会誌は最初は誠に簡単左表装の郎刷からはじまったが、今は薄い冊子であるが、薄い中に落ち

ついた性格 と品格 を持って来た。これに対する吉村先生 らの異常な努力と他の協会に対する連絡お

よび主として関西方面を背にした表面処理方法の普及と堀進には異常なまでの努力の跡を感ずる。

私としては今後益々どのように進めて行かれるか誠に楽しみであるが、一つの希望 もある。

それは表面に関係あるいろんな試験方法についても、 もっと手を伸ばし体形づけて行かれないもの

か.と い うのはものの成果を試験によって明確に格付けることは良 く言う踊左どにきまりをつける

よう左ものでその事、方法左どの成果を一つのしまりのあるものにするか らであるoそ してその成

果に一つの格を持たせ、その格に公的価値を持たせ得ることになる。公的評価の意味て言えぱ小生

は壊の4年 間工SQ/をC7驕C2即 ち国際標準規格会議アル ミニウム部門のアルミニゥム陽極酸化

ノ1倭員会 に出席 したが、その間に審議題目が次の経過 を経ている。

第一回パリ(日 本未出席)SC2会 議一将来の仕事の分担について第1表 。

第二回 ミラノ会議(こ れより日本出席)仕 事表について第2表 。

第三回デュッセル ドルフ会議仕事表について第3表 。

第四回スペインアリカンテ会議仕事表について第4表 。

第五回ロンドン会議仕事表について第5表 。

此のよウにして見ると一つ一つの試験方法が試験員の特性評価を適確簡明になし得るもので友け

ればならないので左か左か決まらない題目もある。殊に光学関係は比較的この専門職の難かしい部

門であるのと機器のスペンフィケーションが伴はねば左ら左いので協力事項が多く左り、左かなか

決まらない場合が多 く、少くとも時間がかかる。

そしてとうして互いに協同作業をして行 く内に時には非常に大きな成果がある。
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例 えば 我 々 のTIS規 格 にあ る耐 ア ル カ リテ ス トと西 独提 出 のAdmiltance七e8tま たは

ノ

廿SAの イン ピ ーダ ンス テ ス トをISO規 格 にす る に当 って は 日本 の耐 食 テ ス トとどん な関係 があ

るか を見 てか らで ない と、 日本 で も将来 公的 に使 え 左いの でパ イ ロ ッ ト万年 筆 の渡 辺 博氏 に 試験 し

て貰 った結 果 図1と 図2、 そ の他 膨大 左実験結 果 の 関係 を得 た。

大体 西 独 は建 築外 面 用 ア ルマ イ トは20μ 厚 皮 膜 で ア ドミッタ ン ステ ス ト20ジ ー メ ン以 下 の こ と

と決 め てい るが、 試験 結 果 は耐 アル カ リテ ス トと著 し く同調 し てい る。 この結果 に委員 会 一 同 も満

足 し て ζのテ ス ト方 法 は直 ち にISO規 格 に なる こ とに な った 。

また フ ランス の提案 の ア ルマ イ ト皮膜 の可擁 性 の テ ス トで は図3の 装置 を示 し 目盛E(㎝)に 対

応 す る曲率 半径R(伽)は つ ぎの式 で与 え られ

R=21-E

陽極 酸化 した ア ル ミニ ウム の伸 び はつ ぎの式 で与 え られ る。

A%一 器

ただし七は陽極酸化した金属の厚さ、Rは 曲率半径として図3の よう左カーブを実物大で示して

来た。これでこのクランプでアルマイト板を挿み型の面にアルマイ ト板を附着しっっ曲げて行き、

どこでヒぐ割れが入るかを見る方法で、最初全員はあまり気に留めなかったがフランスは商売にも

必要であり、これをどうしても入れるように努力して来た。

それでアルマイ ト皮膜の可擁性テストが正式に規格になることになったのであるが、これをJIS

にすべ くISOの 示す図の通り型を造リテストをして貰ったがもう一つ巧 く比較が適合しなかった。

ところが、今一度スガ試験機㈱を通じて検討した結果型のカーブが図と方程式とで相違しているこ

とを発見し、早速スガ試験機㈱で型を造り、委員全員立合いでテス トしたところ皮膜のヒ"割 れ限

界が実に微妙に出る。

今一っ曲げ方もカーブの曲率半径の小さい方にクランプして小さい方から曲げて行うた方が附着が

よく、より厚板まで正確にできる左どのことも発見された。とに角この結果の限界数値が非常に明

確に出ることに委員皆驚いた。この一件でも試験機会社との協同が如何に大切なことであるかを知

らされると同時にこれによって導電材の研究が一段と進歩する足掛かりに左ることが期待される。

さらに第2表 ミラノ会議1971年10月 からずっと書き放しになっている第2表 では1,第3

表からは文書N50とN51鏡 面反射性の問題は日本からも提案 した問題であるが未まだまとまっ

ていない。御承知のように光学関係は非常に難かしい問題であると同時に、これこそ機器が必要で

ありまた実験拶を造るのがなかなか難かしい。

ところが最近試験機会社とタイァッブして実験 して面白い問題を発見している。然しこれはこれか

一6一



ら日本やアメリカ合同で提案することであるし、余 り長文になるので此処には割愛するが、唯一っ

小生が非常に希望することは今後一層我々の試験研究に試験機メーカーが積極的に協力されること

である。試験研究の進歩はますますこれからである。この研究会も誠に困難な基礎になる十年間を

全うしたことを祝い、深く敬意を表し、今後の努力と発展を願って止ま左い。
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第1表

一般 的性質 特 殊 性 質 将来の仕事、提案、現在の規格

機械的性質

物理的性質

カ タサ(Hard且ess)

耐 摩耗 性(Abrasion resis七ance)

可 トウ性(Elexibili七y)

厚サ

連続性

封孔状態の試験 酸性媒体中に劃げる不活性

光学的方法

種々の条件下の

陽極酸化皮膜の

状態の促進試験

電気的性質を元

にした方法によ

る陽極皮膜試験

吸収能力の減少

その他の方法

反 射 率

拡 散(Diffu8ion)

測色(CoIQrInea8ure皿en七)

外 観 測定

耐熱性

耐光性

耐候性
耐食性

1皿pe(Lance

Ad皿it七ance

イギ リス提案、 作 られ るべ き もの

B{め61シ 勺一ASTMD65814

-U贋 工4717

フ ラン ス案、 作 られ るべ き もの

顕微 鏡的ISq/TC107に 対 す る提 案

Foucaul七 電 流

よ り厚 い 皮膜 一各 国 で作 られ るべ き提案

C工DA法2F&2G-U.Sム で作 られ る べ

き提 案

CII)A法2H-DIN50946

-Ano七es七 一DIN50920一 西 ドイ ツ に

よ っ て 作 られ る べ き提 案

¶BS1615

U.S.Aに よ り作 られ るべ き提案

光 のス ケ ール の研究 一UVIARG

Wea七herome七er-Xeno七es七

腐食 性 影 響 下の変 性 度合 の スケ ー ル

AST助B457-67-DIN509想

第2表 ミラノ会議10月20～23日1971一 将 来 の・仕 事 の分担 表

緬 題 目 ミラノ会議の議決 責 任 者

アメ リカBarkHlan(報 告者)

日 本 中山

ゴ ニ オ フ ォ トメ ー タ ー に よ ヱキ スパ ー トグ ルー プ の ド イ ツSau七 七er

1
る鏡面反射率の測定 構成

フ ラ ン スDarnaul七,Pa七rie,

Fae8ch

イ ギ リスR.W.Thomas

イ タ リーMichele七 七i
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姦 題 目 ミラ/会 議の議決 責 任 者

2 耐摩擦性(Taber型)
次回検討のためSC2事

務局に提案を送付する。
ア メ リカBarkman

3

リン酸クロム酸溶液中に浸

セキしてその重量減測定に

よる封孔度管理

次回の議事日程に796

C2N47を 加える

各国の研究所の実験結果を集める

(圏 すでにアメリカにて成案し

論議 された)

4 酬 ヒ皮膜の可トン性(曲 性1次 回の議事鯨 蘭
C2N28を 加 え る

同 上(注 を除く)

5
イ ン ピー ダン ス測定 に よ る

封 孔 度 の管 理

次回の議事日程に険討の

ためSC2事 務局に提案

を送付する

ア メ リカ

6

ロス ファ クタ ー採 用 に よる

封 孔 度の管 理

次回の議事 日程に検討の
ためSC2事 務局に提案

を送付する

西 ドイツ

7
フ ー コー ル電 流 に よる厚 サ

の測 定

次回 の議 事 日程 に10γ 自

C2N98を 加 え る
SC2事 務 局

8
気候不順と腐食に対する抵

抗(促 進腐食)
SC2へ の提 案 の 送付 ス ウ ヱ ー デ ン

9 色調および外観の管理 同 上 ア メ リカM.Barklnan

10 光堅ロウ度の採用
BS-1615規 格(新 訳

)に よ る提 案
イ ギ リス

11 規 定

次回の議事日程に7驕
C2N14の 訂 正 され た も

の を加 え る

SC2事 務局

12 皮膜の経時変化
SG2事 務局への提案の

送付
西 ドイツ

13 グ レイス ケー ルの採 用 フ ラ ン スM.Darnauコ.七
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第3表 デ ュ ッセ ル ドル フにて決 定 の将 来 の予 定

漁 表 題 内 容 責 任 者

1
文書7卿N6∴ ス

フ ァクタ ーの測定
次 回 の 研 究

2

DIS2931ア ド ミ ッ タ

ンスゑよび文書7卯N

48イ ン ピ ーダ ンス測定

この2つ の文書を合一し各委員

に送り各委員はついで中央事務

局に発送する

M.MSheasby鉛 よび

エeu七e(草 案 者)

3 耐 光 性
文 書7{レ ゐN63を 捨 て、ad

hocグ ル ープ が新文書 を作 り、

次 回に 審議

ア メ リカM.Barkman

(報 告 者)

フ ラ ン スM.Pa七rie

日 本1).中 山

イ ギ リス 巫.Henley

4
文書7卿N64光UV

への耐性
次 回 の 審 議

5
文書7⑭N50と51

鏡面反射性

新規提案の作製、三つの文書を

次回審案
頚.Pa七rie

6

醗 摩 耗 性

1°)Taber法

プ)Erichsel1装 置

次回審議のためにSC2事 務局

に提案を出す

f)M.Bark皿an

励M.Bosdorf

7 磁候性の耐食性 SC2事 務局に提案を提出する ス エ ー デ ン

8
促 進 腐食Cassテ ス ト

の文書
提案をSC2事 務局に提出する

ア メ リカ はASTMB-368

イ ギ リス はBS1615に つ い

て

9 エS(ン 血2143の 訂 正 SC2事 務局に提案を提出する ス エ ー デ ン

10 皮膜の経時変化

1°)提案 を事務 局 に提 出す る

2°)M.玉izarbeの 発 表 の翻

訳 の 頒布

1°)ド イツ

2)SC2事 務局

11 文書7瞬N14規 格 ふたたび始める SC2事 務局

12
リン酸クロム酸液浸漬試

験 凱 醗 鷺謂 文書R.U.(イ ギ リス)
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第4表103Fア リカ ンテ にて決定 の将来 の予 定

一

姦 題 目 補 足 文 書 傳た決定事項 責 任 者
一

1 ロ ス フ ア ク タ ー の 測 文書7卿N86 N65,86鉛 よ び92の 西 独

定 (西 独申出) 上にドイツの委員が新し

文書7⑭N65 文書7吻N92 いテキス トを完成し次回

西独申出 (イ ギ リス申出) SC2会 議提出

2 耐 色 性 文書7ψN63は 棄 米 バ ー クマ ン(報 告書)

文書7卿N63 却、 姦1専 門 グル ープが フ ラン ス パ ト リ

イ ギ リス 申出 次回SC2委 員会までに 日 本 中 山

新しいテキストを完成す 英 国 ヘ ン リー

る

3 紫外線への耐久性 文書7亀/2N64は 棄 英国シアスビ(報 告書)

文書7吻N64 却 西独 フ リー ドマ ン

イギ リス申出 姦2.専 門 グル ー プが19 米 国 パ ーク マ ン

74年4月 に ロ ン ドンに 日本 中 山

会合 して仕上げる ス ウ エ ーデ ン マ トソソ

ス イ ス スパ イゼ

4 鏡面反射性 文書7瞬N88 N50,51鉛 よ び88の κ1専 門 グ ル ープ

文書7{ン色R50 フ ラ ンス 申出 三 つ の文 書 はNO1グ ル

とN51 文書7卿N90 一 プに よって再 検 討 さ

ア メ リカ 申出 文書N88に 対する れ、新しい申出を次の

ス ウ エー デ ン の 会議で検討する
コ メ ン ト

5 耐摩耗性 文書7卿N95 ad駈oc石3グ ル ープ 英 国 トー マ ス(報 告 書)

1°)Taber法 日本申出 が次回のSC2会 議で 西 独 ザ ウ ッタ ー

文書7曾/加91 (JISH8682-1973》 作 った 文書 を提 出す る フ ラ ン ス パ ト リ

(USA) 文書7吻N96 ため に1974年4月 日 本 中 山

2)Erichsen法 イギ リスの 申出 に ロン ドンで会 議 を開 米 国 デ ィー ン

チ)Schuh&Kem Schuh&Kern く

法 法 に 関 す る ス イ ス、,
1

規格

6 気候不順と腐蝕への この 研究 は、 や が て仕 ス ウ エ ー デ ン

抵抗 事 の プ ログ ラム を記 載

文書7{ン色N93 され る

ス ウ エーデン の 申出

7 促進腐蝕テス ト 文書7⑫N86 す べ て の国が シア スビ氏 英 国 シア ス ビ

CASSテ ス ト (事 務局) の試験の結果を成功させ

文書7⑫N83 ISψC7晒30 るた め に協力 す る。 イギ

イギ リス 申出 一N37 リスがこの試験 の結果に

」工SR8601(日 本) 従って決定する
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姦 題 目 補 足 文 書 鱈た決定 事項 責 任 者

8 R2143の 改訂 文書7瞬R87 改訂草案が次のSC2会 ス ウ エ ー デ ン

ス エ ーデ ンの 申出 議に提出される マ トソ ン

9 R2135の 改 訂 草案が次回配付される SC2事 務 局

10 皮膜の時効 文書7瞬N87 ア リカ ンテ会議 で取 られ

スペイン委員の文書 た駈9の 決 議 に 従 って こ

文書7卯N84 の皮膜の時効の研究は直

スイス委員の文書 くには規格の目標とはし

文書7瞬 酊99 ない。 疑 問 は仕 事 のプ ロ

西 ドイツ委員の申出 グラムに記入 して残す

11 規格 仕事はEURASの 仕事
文書7瞬N14 範囲にある。その仕事の

決定した結果に注目する

第5表 検 討 中 の文 書 に つい て一 補 足 文 書

d・c.7吻N14

1968年9月

金 属 の表 面 処理 一 ア ル ミニ ウ ム鉛 よ

びそ の合 金 の陽 極酸 化 一特 質 にっ い

て(フ ラソ ス提出)

一d。 ・
.7ψN38N14

文 書 に 関す る英 国 の コメン ト

ーdoc .N14に 関 す るUSA2

コメ ン ト

d・c.7卿N50

1971年10月

積分球使用によるアルミニゥム表の

反射性の測定と計算

(USA提 出)

d・ ・.79/2餌51

1971年10月

アブリツチ変角光度計または変角光

度計使用による高反射性ア〃ミニウ
ム面の光輝度の測定

(σSA提 出)

d・ ・.7卿N63

(棄 却)

1972年3月

着色陽極酸化皮膜のその堅牢度の測

定方法

(薪 規)

一d・c
.7⑳N70≒ 酊63に

対 す るカ ナ ダ、 イギ リス・ ス イ

ズの考 察

N73-N63に 対 す る フ ラン ス委

員 の 考察H104

d・c.7吻N64

(棄 却)

1972年3月

着色陽極酸化皮膜の紫外線に対する

堅牢度の測定方法
唄 ・G.7{ン 彪N71一 覗64に

対 す るカ ナ ダ及 び ス イ ス の考察

N73-N64に 対 す る フラ ンス委

員 の考 察N103
一一12一



一
基 本 文 書 補 足 文 書

一d・ ・
.7⑭ N65 一 ア ル ミニ ウム於 よびそ の合 金

づ ・・.7ψN69-N65

1972年5月 の陽極酸化 に対するカナダの考察

封孔 皮 膜 の電 気的 ロ スフ ァ クタ ー 一N73-65に 対 す るフ ラン ス委員 の

測定により非破壊試験方法 考察
(ド イツ提 出) 一R86-N65に 対 す る ドイ ツ委 員 の

考 察
一N92陽 極 皮膜の ロスフ ァ ク ター

測 定 の イギ リス実 験結果

づ ・c.7ψN79 皮膜の老化

(ス ペイン提出)

組 ・c.7瞬 醐3CASS七 ・・七1(よ る耐 食 性

の評価

(イ ギ リス提 出)

一d・ ・
.7瞬N89一 瓦83

に対 す る フ ランス の考察

一13一



一
一d・c

.7卿N97

一d・c
.7⑭N99

一d・c .7卯N25

1971年1月

一d・c
.7卿N48

封 孔 度 テ ス トに於 いて リン酸 ク!

ム酸浸漬と硝酸前処理を使用す

他の酸との比較

イギ リスの提 出)

アルミニウム陽極酸化層時効の

響(結 論)
ドイ ツの 提案)

ア ル ミニ ウム ゑ よびそ の合 金 え 一d・ ・
.7卿N59

無機、非金属被覆の試験に於て、 ア ドミ ッ タ ン ス テ ス トに よる ア ル ミ

ドミ ツタ ン ス測 定 に よる陽 極 皮 ニウム陽極酸化皮膜の封孔度の非破

の非破壊試験 壊試験方法(N25)
フ ラン ス提案) d・ ・.7卿N73

イ ン ピー ダ ンス測定 に よる陽極 N48に 対 す る フ ランス委員 の考 察

化皮膜の非破壊 テスト 一doc 。N81

USA提 案) ア ド ミッタン或 いは イ ン ピーダ ンス

測定 に よる ア ル ミニ ウム陽 極酸 化

皮膜封孔度の非破壊試験

一14一


